


   財政は火の車、基本踏み外した日銀 
膨張予算、「禁じ手」犯す日銀、その罪をただす年に 

 歳出の大盤振る舞いで、財政は火の車がさらにひどくなる。 
 国債の新規発行額が35兆6000億円で、発行残高は2022年度末に1000兆円を突
破し2023年度末には1068兆円程度になる見通しだ（我が国の財政事情 財務省
主計局 2022年12月）。 
   これに伴い、国債の償還と利払いに充てる2023年度の国債費は25兆円にのぼる。2022年
度よりも9000億円以上多くなる。12月末に日本銀行が長期金利の変動幅の拡大容認を決め、

事実上の利上げに踏み切ったことで金利上昇が起きれば、国債費はさらに増大する可能性
がある。 

 巨額の財政赤字にもかかわらず、金融市場で国債の暴落や長期金利の急上昇が起きて
いないのは、何と言っても日銀による空前の国債買い支えのおかげである。もしそれがなけ
れば、国債の暴落あるいは金利急騰が起きて、市場の混乱を収拾するためにも政府が予算
編成では国債発行を必要最小限にとどめる努力をするし、歳出も野放図な拡大はできない
はずだ。ところが今は市場のチェックが働かないので、国債発行に歯止めがかからない。 
 日銀は中央銀行の基本原則を踏み外してしまった。 
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「軍事費を倍増する」「子供対策の予算をふやす」とか言うのはいいのだが、財源は?と問われ
て「増税」を匂わすと「反対の声」。赤字国債で取り繕う案が上がるがまともではないと思う。 


